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研究成果の概要：本研究は、１８世紀から１９世紀にかけての科学の発展が、イギリスロマン

主義文学の形成と発展に重要な要因となったことを明らかにするために、科学の発展に伴って

起こった社会、文化、思想上の現象とロマン派詩人の思想や詩作との関係を考察したものであ

る。イギリスロマン派詩人第一世代における急進派科学とその展開について、コールリッ

ジとデイビーの思想的交流や当時の科学文化、思想などから検討するとともに、科学主義

の精神がどのように抽象化され、詩論や方法論にとりいれられたかについて、ワーズワス

やコールリッジの散文作品などから考察した。同時に、ロマン派詩人第二世代において、

詩と科学の相互関係がどのように把握され文学上の表現に活かされたかについて、キーツ

の詩作品とともに、 後のロマン主義者ともいえるアイルランドの数学者ハミルトンの著

作から考察した。 
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１．研究開始当初の背景 

18 世紀後半から 19 世紀にかけてのイギ

リスロマン主義の時代は、出版文化の隆盛

とともに詩や文芸の大衆化が進行すると同

時に、産業革命を背景とした諸科学のめざ

ましい発展をみた時代である。この時代、

イギリスの文芸上の趣味（taste）に科学的

知識が浸透していることはしばしば観察さ

れ、新しい科学によってもたらされた語彙

や表現が作品上にあらわれることも珍しい

ことではない。これは、文芸作品の担い手

が、物事を改良・変革するものとして科学



を肯定的にとらえる科学主義 (scientism) 
の時代精神を呼吸していたことをよく示し

ている。同時にロマン主義の時代が、科学

者集団の活動が現在のように制度化される

以前の、二つの文化（two cultures）に未

だ分裂していない時代であったことも、科

学的知識への親和的な態度の背景にある。

イギリスロマン主義文学において科学の発

展がどのように影響したかについて、修辞

的、文化史的な研究はある程度なされてき

た。しかし、ロマン主義運動の動因として

科学の発展をとらえ、個々の作品成立との

関連をみる方向は未だ十分に開拓されてい

ない。 
 研究代表者は平成 14年度から 16年度ま

で、科学研究費補助金（基盤 (C) (2)）「イ

ギリスロマン派における詩と科学の対概念

に関する研究」でおこなった研究で、イギ

リスロマン主義においては、詩と科学が相

補的な「対概念」として機能しているとい

う点について、詩論や詩人と科学者の交流

などから解明した。この研究成果を発展さ

せ、より広く歴史的視野をもって考察する

ことは意義のあることと考え、18・19 世紀

の科学の発展を、単なる科学的知識の普及

ととらえるのみならず、イギリスにおける

ロマン主運動に根本的な意義をあたえた要

素としてとらえることによって、ロマン派

研究に新しい視野が開けるのではないかと

考察した。科学の進歩が社会の改革につな

がるという科学主義の精神は、イギリスロ

マン主義文学の形成に原理的な変革への志

向を与えた大きなファクターとしてとらえ

ることができる―これを基本的な指針とし

て、本研究は計画された。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、科学の発展をイギリス

ロマン主義文学の形成要因の一つとしてと

らえ、科学主義の精神および科学的知識と

相関する文学表現上の表現原理を明らかに

することであった。具体的には、主に次の

３つの点からアプローチした。１）ロマン

派詩人第一世代における急進派科学の受容、

およびその後の展開 ２）科学主義の精神

がいかに抽象化され詩論や方法論にとりい

れられたか ３）ロマン派詩人第二世代に

おける詩と科学の相互関係について。ロマ

ン主義文学が展開した時代の科学の発展の

背景には、哲学的な論理への志向と一般的

な科学的知識への関心とがあり、これらは

文学上の新しい表現原理の追求と相互的に

関連すると考えられた。この点を考慮しな

がら、イギリスロマン主義における思想や

作品に表れた物質世界（地質、大気、水、

物理現象、光、植物、動物、天体、人体な

ど）への理解と表現についても、上記１）、

２）、３）とともに逐次検討した。これらの

考察から、イギリスロマン主義の詩人たち

が文学に抱いた理念や個々の作品制作のプ

ロセスに、科学研究や科学的知識がどのよ

うに関係し、特徴ある文芸思潮を展開させ

ていったかを明らかにした。 
 

３．研究の方法 
 研究は、主に文献研究によって行った。

文献は、必要なものは購入し、19 世紀初頭

の科学雑誌については、大英図書館で調査

した。その他、王立研究所図書館、アイル

ランド国立図書館およびダブリンのトリニ

ティ・カレッジ図書館で科学者たちの草稿

を調査し、筆記した。これらの資料は、順

次研究論文に取り入れた。研究の成果は、

口述発表および論文発表するとともに、広

島大学への学位請求論文としてまとめて提

出した。詳細は下記参照。 
 
４．研究の成果 
 上記２．研究の目的であげた、以下の点

について、それぞれの研究の成果を記述す

る。 
１）ロマン派詩人第一世代における急進

派科学の受容、およびその後の展開  
まず、1790 年代における実験科学を中心

とした急進派科学の思想とロマン主義文芸

の原理との関連を考察するために、プリー

ストリーの著作やベドーズなどの科学者の

テキストを検討するとともに、当時の科学

研究とロマン派第一世代のコールリッジ、

サウジー、ワーズワスなどの活動との関連

を検討した。次に、ロマン派の詩人たちの

作品を検討し、自然科学が研究対象とする

事物をどのように表現しているかについて

分析した。コールリッジの「イオニアのハ

ープ」における光、風、などの描写と、ニ

ュートンの『光学』やデイヴィッド・ハー

トリーの思想との関連を考察するとともに、

コールリッジ晩年の思索には、イオニアの



ハープのイメージとプリーストリーの

Matter and Spirit で展開された精神的物

質論とでもいうべき思想との関連が読み取

れることを明らかにした（図書(1)）。 
作品研究に加えてロマン主義期の科学文

化についても総合的に考察した。イギリス

ロマン主義の時代が、いわゆる「二つの文

化」に分裂する直前の時代であったことを

明確にするため、トマス・クーンのパラダ

イム論を援用しながら、科学史からみた当

時の科学研究や科学文化の受容形態につい

て検討し、産業革命期の社会変革との関連

も合わせて考察した。同時に、科学者ハン

フリー・デイビーの論文に見られるフロジ

ストン説を作業仮説とする思考方法、およ

びコールリッジのベーメ全集の書き込みに

見られる科学と神秘主義思想との相補性を

見ようとする思考をとりあげ、どちらの場

合も、アナロジーから異なるものの間に共

通性を見ようとするロマン主義的思考方法

が科学的考察に現れている事例であること

を指摘した（雑誌論文(3)）。 
次に、プリーストリーやべドーズに代表

される 1790 年代までの科学思想が、宗教

的社会改良の理念を包含するものであるこ

とを検証し、物質論的科学観がコールリッ

ジの友人で急進的思想家であったジョン・

セルウォルのパンフレットに見られること、

セルウォルがコールリッジの住むネザー・

ストーウェイを訪問した時に初稿が書かれ

た “This Lime-Tree Bower My Prison”に、

セルウォルの生命観への応答を読み取るこ

とができること、を明らかにした（雑誌論

文(2)）。急進派科学は、1800 年代に入ると

急速に影響力を失うが、それと入れ替わり

に新しい科学を担う者として登場したのが

デイビーであり、コールリッジはデイビー

との交流を通して、科学研究が国家的期待

を担う姿へと変化する過程を体験した。コ

ールリッジがデイビーの科学研究に刺激さ

れ、自らの思想に取り入れていったが、そ

のプロセスにおいてデイビーの初期論文が

重要であることを指摘し、詳細に検討すると

ともに、デイビーの講演のコールリッジのノ

ートへの考察を行った (図書(1))。 
 
２）科学主義の精神がいかに抽象化され

詩論や方法論にとりいれられたか  
 

コールリッジの「方法論」を、文芸活動

と科学研究とを統一の相の下にとらえる原

理的思考と考え、その歴史的文脈として、

科学の発展に触発されて展開した、数学的

形式の論理学への援用を考察した。具体的

には、コールリッジの「方法論」(“Essays on 
the Principles of Method”)、その発展と考

えられる『論理学』(Logic)および 1820 年

代以降のノートブックの内容を検討し、ア

リストテレス以後のヨーロッパにおける論

理学の発展とともに考察した。カントの影

響を強く受けたコールリッジは、伝統的な

論理学の踏襲だけでなく、自然の原理の表

現としての数学形式を論理学に応用する可

能性をとらえていた。コールリッジの場合、

数学の理解は思想的なものに止まっている

が、コールリッジの「方法論」が方法の原

理を追求するものである限り、そこには数

学形式を応用する契機があったと考えられ

る（図書(1)、学会発表(3)）。 
コールリッジは、生きる原理としての数

への考察を展開したピタゴラス学派につい

て、後年多くの考察を残している。それが

科学上の知見への理解にどのように関わっ

ているかについては、コールリッジに思想

的に影響を受けた、ハミルトンの四元数

(quaternions)に関する考察から見ること

ができる。これらを鑑み、ピタゴラス学派

の数の思想と、四元数との関係について、

歴史的および思想的に検討した（学会発表

(1)、図書(1)）。 
イギリスロマン主義文学における詩と科

学の融合の理念は、ハミルトンの著作に見

ることができる。ハミルトンが 1832 年に

行った講演の中には、詩と科学の相互関係

についての言及が見られ、これはイギリス

ロマン主義文学史上もっとも純化された記

述の一つと考えられる。これまで文学研究

の中では言及されることがほとんどなかっ

たこの講演録については、詳細に分析し考

察を加えた。また、ハミルトンが四元数の

発見の直前に、コールリッジの哲学に影響

をうけて考察した「哲学的三位一体」の論

理形式についても、コールリッジの思想と

の関係も考慮しながら検討した(図書(1))。 
 
３）ロマン派詩人第二世代における詩と

科学の相互関係について 
 



ロマン派詩人第二世代の中では、キーツ

を取り上げ、コールリッジからの影響を詳

細に考察したほか、キーツの医学ノートか

らみる当時の生命論に関する議論との関連、

キーツの作品「レイミア」(“Lamia”)に見ら

れるロマン派医学、などについて検討した。

これらの考察から、キーツには独特の物質

観に基づく生命への理解があると考えられ

ること、それらは彼の詩作品に何らかの形

で影響していると考えられることが明らか

になった。同時に、キーツの手紙に残され

たコールリッジの談話のトピックが、夢や

意識の働きに関する哲学的、生理学的、心

療医学的関心によって相互関連しているこ

と、それらの関心が、キーツがコールリッ

ジと会った直後に書かれた「ナイティンゲ

ールに寄せるオード」「レイミア」に表現さ

れている点について分析した（図書(1)）。 
ロマン主義の時代は、科学者も詩を書き、

人文的教養と科学的研究との境界は明確に

生まれていなかった。科学者の詩的ヴィジ

ョンへのアプローチとして、ハミルトンと

ワーズワスの交流から、ワーズワスの数学

観、ハミルトンの詩における数学的要素な

どを考察した。同時に、コールリッジとハ

ミルトンの交流から、ハミルトンにおける

コールリッジからの哲学的影響について歴

史的視野から考察した（学会発表(2)、雑誌

論文(1)）。また、ハミルトンの後年（1840～

50 年代）におけるロマンスへの志向を、文芸

と科学の統一の理念の残滓としてとらえ、本

研究テーマとの関連において具体的に検討

した（図書 (1)）。 
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